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区政にかかわる案件をより能率的、専門的に審査するために、各議案は
４つの常任委員会に付託され、議論・審査されます。各委員会の審査結果は
本会議に報告されます。
●企画総務委員会（区政の総合的な計画、組織、予算、広報公聴、契約など）
●地域子ども文教委員会（地域力、文化・芸術・スポーツ、子育て、教育など）
●産業都市委員会（商工業、まちづくり、防災、道路、公園、河川、環境など）
●区民福祉委員会（戸籍、医療、介護、年金、税務、障がい者・高齢者福祉など）

常任委員会
ダイジェスト

企画総務委員会

●平成29年度墨田区一般会計補正予算
●墨田区総合運動場新築工事各種請負契約
●大学誘致の進捗状況等について
●行財政改革実施計画の取組状況について
●業務改善プロジェクトについて

その他項目

すみだ生涯学習センター（条例）の見直しについて報告が
ありました。
老朽化により、別館が平成30年度末に廃止されます。そ
れに伴い、本年度中に、本館に別館の機能を集約化する改
修工事が実施されます。また、平成31年度からは指定管
理者の導入、利用料金の再積算が行われる予定です。墨田
区議会自民党は、この案件の地域の皆様への周知徹底と、
別館廃止後の今後の跡地利用について早急に方向性を示
すように強く求めました。

地域子ども文教委員会

●平成29年度墨田区立学校「体力テスト」の
　結果について
●墨田区児童館のあり方の検討について
●墨田区幼保小中一貫教育推進計画について
●総合教育会議の開催について

その他項目

東京都から、「墨田五丁目都市整備用地の土地利用の考え
方について」が示され、委員会で報告されました。都有地
である現在の堤野球場及び墨田五丁目運動広場を、鐘ヶ
淵通り拡幅事業の代替地、防災まちづくり・地域の魅力向
上、防災・スポーツ・教育と、3つのゾーンに分けて将来的
に利用するというものです。わが会派としては、考え方に
は理解を示しましたが、最優先すべきは隣接する主要生
活道路（優先整備路線）の整備であることを主張し、東京
都との交渉を進めるよう区に強く求めました。

産業都市委員会

その他項目

●墨田区営住宅条例の一部を改正する条例
●墨田区内における観光案内所（観光機能）の
　あり方について
●文花地区まちづくり方針及び
　文花二丁目南地区地区計画（案）について
●北十間川・隅田公園観光回遊路の整備概要について

国は増加する外国人観光客への受入れに対応するた
め、旅館業法を改正し、住宅宿泊事業法を制定しまし
た。他方で、区内の良好な住環境もまた確実に守ってい
く必要があります。このような観点から、自民党として
は、無届けの違法民泊に対する厳しい指導や、周辺住民
への説明及び合法な宿泊施設であることが区民にとっ
て明確に分かるステッカーを掲示するよう提案を行い
ました。区内産業の活性化と住環境の静謐の両立を図っ
ていきます。

区民福祉委員会

●高齢者福祉総合計画・第７期介護保険事業計画
●国民健康保険データヘルス計画・
　特定健康診査等実施計画
●障害福祉計画【第５期】・
　障害児福祉計画【第１期】の策定
●国民健康保険料・介護保険料の改定

その他項目

常任常任
委員会委員会
でのでの
論議

写真左より／、田中　　委員、沖山仁委員、佐藤篤副委員長、

写真左より／坂井ユカコ委員、瀧澤良仁委員長、木内清委員、 写真左より／坂下修委員、福田はるみ委員長、しもむら緑委員、

写真左より／中沢えみり副委員長、樋口敏郎委員、加藤拓委員、

墨田区は地域力向上の一環として「地域ポイント制度」を実
施予定で、平成31年度スタートに向け準備中です。昨年は
ウォーキングなどの健康活動、今年は環境活動をポイント
化する実証実験を行うと報告されました。区民の地域活動
参加のきっかけとして「地域ポイント制度」は有用であるも
のの、どのようなものを対象とすべきかについては、議論
がありました。自民党としては、健康に関するものに特化
するよう求め、区民の皆様に分かりやすい、実効性のある
ものとするよう提案しています。






